
規制外自動車用消火器による消火実験

(マイカー用消火器の性能について)

はじめに

渋滞する自動車群の中か 句の出火は.単に火元

自動車 l台のみの火災にとどま らず.自動車群と

して，さらに周辺地域への延焼拡大と，その危険

性は過去数回の実験を通して隊認されてきました。

現花におL、ては自動車火災の発生li避け得られな

いという 見地か ら，東京消防庁で{ム自家用自動

11:0:，いわゆる 7 イカ ーなど法的に消火総設白を義

務づけられていない.続制l外自立dJ!.l;:の初期消火対

策用 としての消火株の開発を消火総工業会に要請

するとと Lに各純抗言を行勺てきた。

2 実験目的

今回，開発さ i.Lt.ニ向動車用消火昔誌の ii~ 火 l時の諸

特性を把握するため.実物の自動車を片lい.実火

災を再現. i~í 火実験を尖地した 。

なお.実験に使用した消火総の仕僚は.次の と

おリて'あ る。

(1) 伺 別 小引粉末ABC消火総

(2) 薬斉IJ!'f¥最 1 kg 

(3) 押I 式 C02tJ日圧式

(-i) 主要村ij立

本{本容総 制宅H無アルミニウム到

キャッブ ;寓・作付開校式{:'JjltIJ釘桁裂

1JII'主力'ス iPi.iヒC0217 g 
f也に保持装置j転用安全装jliがJ'，gl，に袋ぷ

(5) ，j'法 径85mm.向さ27()mm

(()) if( :1:: #:~パ 5kg

(7) 性能

消火能力単位: }¥-l. s-2. C 

l版射時間約13紗

本 者~ 2 6庁先+

川 茂隆*

波辺昭一$

放射距離 2-4111 

本消火器の薬斉IJlj，従前通リ の 1)ン般ア ンモニ

ウムを主体とし. J.皮射方式L変っていないが.容

ifitがアルミニウム製であり ~l製品の約1/ 3 重ー最と

なっている。

3 実験実施日および場所

(1) 実験実施日

昭和55J干2月7-8日 (予備実験)

昭和55年 2月13日 (消火笑験)

(2) 実験場所
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新街区西新宿二丁目 5番 51f

第四 }j而本書1I訓練場

4 予備実験

笑物の来問J¥Iを用い，次のJ貫目について実施し

fニ。

(1) エンジン内部の トラブルによる燃料，オイル

のillii l状態の硲認。

ア.ttソリンノずイフ、の破-1ftによるi4uilIJ置のifllj定

イ.エ/ジン オイルの飛散状態の鋭祭

(:.!) 巾内の燃焼速度

(:3) エンジン 回転時め排気系統各部のi:nU支iWJ定及

ひ'ifliLfろのお火'I'+'

( ~ ) 逆転状態か ら消火態勢までの所要fI年1m

(5) エンジンルーム内への消火剤飛散状態

5 実験方法及び結果

(1) エンジ ン内部のトラブルによ る燃料. 寸イ ル

のぬliL状態の綿認

ア.ガソリンハイブruHtlによる泌iltl:止のi!¥lJ定

エン/ジ，ンをbいlulψ川|レ川'1転!

き4士t.:.c 
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(ア) 燃料タン 7

(イ) i!~:j~ 昔話

(ウ) ポンプ

i市 j~器問の，マイブ

ポンへ!日 /1

気化器開

なお，笑験使用率は排気節1800ccの采用車で

ある。

;1111定結果を表 lに示す。

表 1 磁損個所別漏i由貴

{，出lilflAji;片 エンジン .j~ 内，~陸， 泌fdl{;(

l司恥; ，、イ 7' /l a (/) ~'~;{百分
10巴E

I I -a~;位昔話 ji\ J ? iト"シ 7 内};..tJ t~AUH寸る

イ 泌1凶器 | 
ーホシフHll " " 6('( 

11 
公fヒ総 II~ 丹伐 ilfl に

-~Uヒ総 11\1 より.エンシンft.'
dまでホン 7 が作
動し燃料，、イワよ

，.， りずソリシカfun:H lR50cr 
する
エノ ジ〆停止まて

Ll 
問所聖書時IIUIll分
22f世であ -， た。

燃料系統図および破捌例所を図 lに示す。

図 1

※ Ol:[lrl'ア.イ.ウは今IDJ<7l実験で{政かいした刈

破tJl佃1附D.の はともにバイプ内部に滞留する
カ'ソ リンのみの流出で量的に非常に少なかったが

@のポンプ気化器開は気化終に残存するガソリリ

ンがすべて消費されるまでエン ジンが回転し，連

動するポンプが作動するため燃料タンクよりガソ

リンが送ら tL.エン ジン停止までの所要時間 l分

22紗(アイド リング状態)て'1850ccの流出を見た。

イ.エンジンオイルの飛散状況

エンジンの回転数を毎分2500回転 とし.次の

項目につい て観祭した。

(ア) オイル注入干しのキヤ ソプをはずす。

(イ) オイル点検体をはずす。

観察結果を表 2に示す。

実験.ア， イを比較するとアの注入孔キヤ 白ソプを

はずした場合の方がイの場合より 、噴出量が多〈

飛散!変合む広範囲であ った。

当笑験は 5分間運転と旬.時間て"かつ無荷重の状
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表 2 エンジンオイルの飛散状態

設定条件 状 官!~

オイル件入干し 飛j末がエン ジン書1;へ1役

グ〉 キャ ソ 7'を 散 しボンネ ット |人j部会
ア
Lt， ず す {本にオイルが十brfする

(ボンネット は閉) 5分間で30-40('，('制政

イ
オイル点検彬 若干飛沫が飛ぶのみで

ι 」 'i ず す 量l立非常に少ない

持副

Ej. 
a匡里~司・

親盟望， vp ' b ささ '
r:r，...ν.."..........・，ι

写真1 オイルの飛散状況

態であ ったが長時聞の実際の走行では点検俸をは

ずした場合でも安全とは云いきれない。

注入孔キャ ップをはずしたオイルの飛散状態を

写真 lに示す。

(2) 車内の燃焼速度

密閉された采用車の室内から出火した場合，内

部に装着された可燃物がどのような経過で燃焼を

継続するかを確認するため実施した。

可燃物としては，前助手席に度l活力パー(綿布)

を!散さ、 ウレタンフォーム内蔵のクァション(厚

5 cm) .新聞.週刊紙を遣さ 7 ッチて¥点火した。

なお. A C熱電士、Iにて車内視度を 1点allJ定した

熱電対設置空位鐙は図 2に示す。

図2 温度測定点

〆'r1rク¥

(( x~ ~ ¥ 1 
. 印 ?鼠払山l度支i詰訓測i自抑則1ドIIJリ定点 ×印 火点



火災は点火後綿布に移行し拡大するが横方向へ

の伝播は比較的少ない。

50秒位から天井面へ接炎を始めたが貼付された

布が防炎加工品と思われる物品であり，急速に燃

焼せず初期の段階では単に炭化するのみで，以後

除々に亀裂を生じ内部ウレタンフォームが露出し

始めてから急速に燃焼は拡大した。

温度測定結果から点火後 1分30秒位か ら急激に 温

温度が上昇し 2分25秒で最高 600'cを記録し，後
温度が下降した。 .C

此の極度下降は内部可燃物がすべて燃えつきた

ためではなし密閉された車内の厳素不足と考え

られ.3分後に消火をしたが天井面のみの燃焼で償

方向の運転席及び後部座席等は全 〈燃えなかった。
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前部の背も たれの中心で天井よ り15cm下った位

置。

j昆度測定結果を図3に，状況観測l結果を表3に

示す。

図3 温度測定結果
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表3 車内燃焼速度観察結果

時/fJl 状 1兄 観 品¥11

分10紗 点火新聞よリ綿布に着火

15 火炎巾10cm位て・背あて中央部迄燃焼する

20 火炎巾30cmf.立に達する。

'l .，ンヨンに渚炎するが燃焼は緩↑些

30 7ッンョンの炎の立上リ約40叩

綿布の火炎櫛1jiIiJに広がり瞬J1l1的に天井商ま

で達する。

50 連続的に天井に火炎が按ずる

内部煙が充満.観察が困難

1 : 00 天井面に着火

1 : 30 天井関の火炎急速に拡大する

天井関貼付のウレタン燃えながら溶融沼下

1 : 50 各部間隙よリ 巣慢喰出

内部観測不能

(3) エンジン回舷時の排気系統各郵の温度測定

ア 排気量1700c.cの車を用いて，エンジン部お

よぴ排気系統各部の温度測定をエンジン回転

を800-3500rpmに順次上げた。

温度調IJ定点は図 4にiMIJ定結果を図 5に示す。

図4 温度測定位置

-印 i品度iIlll定点
→運転席fHlJ 出

⑥はエシ ジン オイ ルの中
③ 

図5 温度測定結果
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①はエンジンの仮動で熱況対がはずれる

10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 11" 
1時間 (分)

イ 車穫を変え排気量1800c.cの車を用い同様の

実験を実施した。

ia度測定点を図 6に，測定結果を図 7に示す。

図6 温度測定位置

→運転 1R;1聞l

図7 温度測定結果

10 20 30 40 50 60 
時間 (う.t)



ウ エキゾーストマニホールド上に置かれた油

ぼろの出火の可能性

イで使用した車種を用い，図 6において

①，②，④，⑤の場所にエンジンオイル20c.c

含浸させた軍手を置き出火の可能性を観察し

た。

結果は①.④，⑤では着火はするが炎を上

げない，②の位置のものはエンジン始動後14

分で発火した。

(剣道舷状態から消火態努までの所要時間

ボンネットキャ ッチレバーの操作から消火器を

持ち出し，前面へ回り.ボンネ ット開放，消火器

による消火活動に入るまでの所要時間を停車中の

車を使用し男女別に測定した。

結果は第4表に示す。

表4 消火までの所用時間

性別 1回目 2回目 3回目 4回目 5回目

2 11" 2 11" 8 11" 5 11" 5 11"00 

2 2 14"00 13" 8 12" 2 11" 8 11' 2 

3 2 18" 6 18' 0 16' 8 16" 8 16'00 

4 2 9" 8 10' 2 10"8 9' 7 9' 2 

5 宮 11" 2 11" 8 11" 3 12' 0 10' 6 

6 2 10' 0 11" 5 14' 6 10' 5 12" 0 

7 ♀ 13' 8 15' 8 16" 0 12' 6 13' 8 

8 ♀ 23' 0 17" 8 14" 2 14" 0 11" 8 

9 早 17" 2 13' 2 12" 3 14" 6 11" 8 

10 ♀ 13' 1 12' 1 12' 3 13' 2 11' 0 

11 ♀ 14" 4 11" 0 12" 2 10' 8 10' 6 

使用車はボンネ ット前部の止め金をはずし，押

上げると反動で開放される型式のものであり.消

火器は助手席の足元に置き，合図と同時に運転席

側から消火器を取り出し，助手席前部位置におい

て消火態勢をとるまでの時間である。

なお，此の操作にはエンジン停止，サイドプレー

キをかける行為は加えていない。

(5) ヱンジンルーム内への消火剤飛散状態

消火の原則は速しかっ，正確に火点へ向って

薬剤を放射させることであるが車のエンジンルー

ム内といった蔭蔽部内の火災では適確な火点確認

は困難となる。

また，ポンネット開放所用時間，および開放に

よる火炎の吹き出し等を考えると非常に危険が伴

い火災の拡大の恐れもある。従って，フロントグ

リル前面から薬剤lを放射して内部への進入状態を

観察した。
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使用車は.クーラー装着と末装着の二憶をえら

ぴ次の 2項目につき実施した。

ア.エン ジンを回転したとき

イ.エンジン停止した時

なお，実験は観察のためボンネ ットは開放のま

ま実施した。

薬剤l放射状態を写真2に示す。

写真2

結果は，いずれの場合もエンジ ンルーム内へ有

効に薬剤散布される事が確認された。

特にエンジンを回転した時の方が回転しない時に

比較し拡散が大きしエンジンルーム全体に薬剤

が行き渡ると同時に路面へ向って吹き付ける様に

噴出する。

また， クーラー装着率は，ラジエタ一部が二

重構造となっているにもかかわらず，末装着率と

比較し でも大差は認められなかった。

(6)放射角度による薬剤l放射量の測定

実験に使用した消火器は，本体上部に噴射ノズ

ルが固定されており.本体を握って消火するため，

自動車の下部より出火した場合には本体そのもの

が傾〈可能性がある。従って，傾斜角度による薬

剤の放射量を測定した。

測定結果を第 5表に示す。

表5 傾斜角度による放射量

傾傾斜角度 放射率 放射量

O. 98 % 979.7 g 

45 94.8% 949.1 g 

90. 56.9% 569 g 

180. 40.9% 409 g 

傾斜放出は直立して放出開始後直ちに傾けた。

止ヒの結果からO¥45.の傾斜では90%以上の放射

量を見たが90・， 180.では充填量の約1/2であ った。



6 消火実験

出火場所は，自動車火災原因統計上か ら次の項

目につき消火実験を実施した。

(1) 油ぽろによる出火

ア. エキ ゾース トマニホ ールド上におかれた含

油手袋か らの出火による消火

イ.排気管サプマフラー上におかれた含泊手袋

からの 出火によ る消火

(2) ガソリンによる出火

17を除き， 消火者には女性が従事した。

また消火開始時間およびガソ リンの流出量は.

予備実験で実施した結果にもとづき決定した。

ノマイプ破損によるガソリンの流出量は毎分1350

mであり.消火開始までの動作は遅い人でも 18秒

台であ った。 従 って.本実験では余絡を見て30秒

後に消火開始とし， 薬剤が火点をとらえる迄に 5

秒と見れば， 35秒間に流れ出すガソリ ン量は

35 
1350c.cX一 手 800cc

60 

配管系統の破損による流出 ガソリンからの出火 となり ，最大800ccを限度とした。

による消火 また車内出火の場合は天井面に着炎する時間，

(3) 車内よりの出火による消火 l分30秒とした。

実験は. 前記 3項目を17回実施したが，実験No. 実験方法並びに結果を表 6-9に示す。

表 6 エンジン部出火(油ぼろ)

実験
出火場所 可 燃 物 消火 1j法

i肖 火
点火方法 消火の可否 j~i Aち

No. 開始時間

エンジン音1¥ !IJ:手l双 ポンネ .， トを開 <!!:火後 エンジンを高速 薬剤放射後2紗 14分て'出火消火
エキ ゾースト エンジ〆 オイル 政L.火.占長在.-~ 回転させ排気j品 で消火.25秒後に はエンジン回転

l 
7 ニホールド上 20c.cを合法 後火点に前lって 3M世 l支の上昇によリ 再着火.着火12 のまま行な った

(シIJ〆ダーよ ) 薬剤l彼射 発火させる。 秒後に再消火. ため一度消火し

りの排気出口 たfごちにエンジン たLのが割下主¥11よ
五区o!i己!市fRlJ 停止後悔着火なし 伎のため将積火

消火総l本で 17.5分で出火

2 同 上 同 上 同 上 間l 上 同 上
完全消火 消火態勢に入る

前にエンジン{亭

11:..樽ー消火なし
ポンヰ γ トをrfj エンジン{平止点 手袋よ二百lに2mm 
めたまま.再:Iif(ti 火体により着火 位の厚きで粉末

I"J J-. 悶 上
7 ロントグリル

同 土.
させる

|百l 上
が付着した

3 
苦11よリラ ジエ
タ一昔11へ刷って
薬剤1J"!.皮射

表 7 排気管出火(油ぼろ)

実験
出火場所 可 燃 物 消火 1j法

火
点火方法 消火の可否 f柑 :Jj. 

N" 開始時間

排気管苦J¥ ヰ1手 L奴 jHJJliIiよリかがみ 点火後 エンジン{亭止 消火器1本で
4 サブ7フラ 上部 エンジン オイ ル 込むようにして 30手世 点火械によ リ着 完全消火

20ccを含段 薬剤111射 火させる

5 II;J ー仁 |司 1'. fOJ 上 !司 上 joiJ 上 Ii'iJ 上

表 8 エンジン部出火(:ガソリン流出)

災験
出火士必内r 可 燃 物 消火方法

iI'i 火
点、火方法 消火の可否 f~lì 考

Nn. |制始時間

エンジン部 ガソリン 400c.c. ボンネッ トを|朔 点火f主 点火械により着 消火器 l本で

6 
をエ ンジン音1¥へ 放L.火点線認 3M'}' 火後ポンネ.， ト 完全消火

i?r:機散布 後火点にJilJ勺て を閉める

薬剤政射
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表 8のつづき

実験
出火 t晶戸斤 可 燃 物 I古火方法

『肖 火
9.火方 法 消火の可否 {桁 .y; 

Nn 開始時間

エン ジン官E ガソリン400cc ポンネ ァトを開 点火後 点火僚によリ渚 消火器量1本で

をエンジン部へ 放し.ま，前面 30宇少 火後ボンネ ット 完全消火

7 
直接飲布 7ロントグリル を閉める

部よりラ ジエー

7一部へ向って

~m放射
ガソリン 600cc ボンネット I~ 閉

をエンジン部へ めたまま.前面

8 同 上 直被飲布 7ロントグリル 同 上 同 上 同 上

部よリラ ジエー

タ一部へ

ガソリン800cc クーラー装着車

9 同 上 同 上 問 上 同 上 同 上

前輪懸架下部

10 同 上 同 上 同 上 信j 上 同 上
(前給タイヤ側面)

に残火有リ. 2 

本目で完全消火

7ーラー未装着

II 同 上 同 上 同 上 同 上 同 上 同 上 車

表9 座席内鶴よりの出火

実験
出火場所 可 t開 物 消火方法

No， 

前部助手席 座席か〈ー(綿布)出火場所最直近

クマンヨシ{ウレタシ) のドアーを聞け
12 

新聞 薬剤を放射

i週刊誌

13 開l 上 開i 上 同 上

前部運転席 出火場所最直j!I

の側面ガラスを

14 同 上 タイ-¥'レンチで?

強打により破っ

て薬剤を放射

15 後部座席 同 上 IiiJ 上

16 同 上 向 上 同 上

前部座席 車内燃焼綾盛期

に逮した時点で

17 同 上
消火器1本てオ肖火

続いて 2本同時

、 続いて 3本同時

に薬剤を放射

7 考 察

(1) エンジン鯨エキゾーストマ-'ホールドょに置

かれた油ぽろによる出火

手袋1双程度の火災では，火炎の立ち上がりが

小さしポンネ y ト開放操作は危険があまり伴な

わず，火点に向って有効に薬剤lの放射が可能であ

r肖 火
点火方法 消火の可否 f脂 考

開始時間

点火後 新聞にマッチで 消火器1本で

l分30秒 点火 完全消火

12と車種は輿な

同 上 問 上 同 上 る

点火後 消火者(女性)の

1分46秒 カではガラス自主

同 上 同 上 かいが不可能で

あった.

ガラス破かいは

1分30秒 同 上 同 上 男性

l分23秒 同 上 同 上

点火後 消火器6本使用

2分50秒 して炎をおさえ を開放Lて燃

同 上
たが内装材料に させた

無炎燃焼が残リ

燈多量に発生再

燃の可能性有リ

る。

(2) サプマフラー上におかれた泊ぽろの出火

自動車側面よりの消火で充分であった。

(120) 

(3) エンジン鶴パイプ破損によるガソリン火災

ガソリンの燃焼特性から，エ ンジン内でガソリ

ン流出し火災が発生した場合，ボンネッ ト開放操

作は.非常に危険がともなう 。



写真3 ガソリン800c.c流出火災

火炎の立ち上リか ら見てポンネット開放は400は

が限度と思われた。

よって600c.c. 800c.cはすべてボ ンネットを開放

しないで消火したが 600c.cは完全消火. 800 c.cで

は3車種を実験に供したが2車種は構造的に前輪

懸架下部がm状とな っているため滞油し 1本の
消火器で消火が不可能であ った。

しかし. 2車種とも残油が少な く火炎は小さく

恐怖心を起させる程の事はなかった。

(4) 車内からの出火

窓、等が密閉された状態で内部から出火した場合，

窓の立ち上りにより天井面に着炎する時間は l分

30秒前後であり，此の時点で消火を開始すれば片

側ドアー開放.側面ガラス破かいによる消火では

いずれも 1本の消火器で消火が可能であ った。 し

かし自動車ガラスのうち最も強度の小さいと云わ

れている側面ガラ スでも女性の力では破かいに失

敗した。よって消火時期を失すると 完全消火が不

可能と予想される。

また前座席ドアー 2面を開放させ 2分50秒燃

焼させた火災全盛期では l本 2本 3本と連統

計6本の消火器を使用したが，火勢を制圧するの

みて'完全消火は不能であった。

8 ま とめ

以上完全とは L、え ない実験ではあ ったが消火器

の適用範囲並びに操作性について述べる

(121) 

(1) 消火器告の適用範臨

ア エン ジン部火災

(ア自u:ろ
(イ) ガソリン

有効

600c.c程度て'は有効

800 cc程庖て廿車種によ

り有効，火炎の制圧力は

かなリある。

ボンネ ットを閉めた状態でフロント グリルから

ラジエーター内部へ薬剤を放射する方法でも充分

威力を発揮する。

イ 車外排気管上の泊ぼろ 有効

ウ，車内火災

(2) 消火難の操作性

天井面着炎程度の火災では

有効

ア.押金具を強打すると手持が不完全となり易

し手袋等をはめた場合.下部へ洛下させる

危険がある。

イ.ノズルが小さいため，火災発生時の心理的

錯乱状態にあるときは方向確認が不明確とな

リ易い。

ウ.常に頭部を上方に向けての放射が理想的で与

あるが自動車低而からの出火に際し ては操作

上特に留意する必要がある。

9 あとがき

実験に使用した消火器は 「すべての自動車に消

火器を」 との当庁の指導のもとに， 日本消火器工

業会が開発したも ので，都民指導を行うための基

礎資料を得るために実施したものであり ，初期消

火にたいし ては，消火能力を発揮することが判明

した。 したがってすべての自動車に消火器が設置

されるならば自動車火災のみならず，広 〈一般火

災の初期消火用としても活用出きるも のと思われ

る。

おわりにのぞみ，生活安全課，第四方面本部及

び日本消火器工業会. その他多く の方々より多

大の協力を賜ったこ とについて深 〈謝意を表しま

す。
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